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はじめに 
 
 劇場・ホール・イベント空間等の劇場演出空間における舞台連絡設備は、舞台の仕込み、
稽古などの準備作業や、本番の上演を円滑に進⾏させるために⽋くことのできない設備で
ある。この設備は、オペラやミュージカル、演劇、バレエ、コンサートといったさまざまな
演⽬において、多数の出演者や演奏者の出⼊り、演出家や舞台監督、美術・技術系スタッフ
の共同作業を、安全・確実・迅速に⾏うためのもので、それらに必要な指⽰伝達と相互確認
のための通話・拡声・表⽰を⾏う設備や、⾳声や映像による視聴・監視設備などから構成さ
れている。 
 劇場演出空間では、さまざまなセクションのスタッフが⼀同に集まり、出演者に寄り添い
ながら⼀つの作品の上演に向け動いているが、全てのセクションが同じ会社や組織である
ことは稀である。ともすればその場限りのメンバーで共同作業を重ねていくため、スムーズ
な相互コミュニケーションが⾮常に重要となる。 
 近年の演出効果は⼤規模かつ複雑化してきており、複数のセクションが連携してダイナ
ミックな舞台転換を進めていく事例も増えている。スタッフ間の連携がとくに重要な役割
を果たすようになり、舞台連絡設備に求められる技術的な⽔準は⾼まるばかりである。 
 その⼀⽅で、⾼度な機能・性能を持ちながらも、その⽇初めて集まったスタッフでも簡単
に操作でき、相互のやりとりをストレスなく進められるインターフェースが必要とされて
おり、相反する要求を同時に満たすことが求められている設備ともいえる。 
 また、既存の劇場・ホールにおいては、舞台機構や舞台照明、舞台⾳響といった主要設備
が改修されるのに⽐して、舞台連絡設備は竣⼯当初のまま運⽤されている状況が散⾒され
る。上演の成否に直結する設備であり、施設の利⽤者が持ち込むことが難しいため、⽼朽化
や陳腐化が進むままにしておくことは、決して好ましい状態ではない。 
 こうした情勢を踏まえ、劇場・ホール・イベント空間等の劇場演出空間を計画・設計・建
設・運⽤する際には、想定される運⽤に必要な規模・機能を備えた舞台連絡設備の設計・施
⼯と、その後の維持管理計画ならびに予算措置の策定が⽋くことのできない要素となる。 
 演出空間としての利便性・可⽤性の向上や、さまざまな演出・技術への対応を考慮し、舞
台連絡設備の計画的な改修・更新を進めていくことが、そこで上演される演⽬を⽀える礎と
なり、ひいては施設⾃体の価値や存続意義にもつながっていくことを、施設設置者と管理者
の双⽅が認識していく必要がある。 
 上述のように、舞台連絡設備に求められる要件は、時代とともに変化している。本指針
は、1995年に策定された「劇場・ホール舞台連絡設備指針」JATET-S-5030 を基に、現状
の運⽤実態や技術、規格に合わせ修正・追記を⾏い、劇場演出空間全般を対象として新た
に発⾏したものである。本指針が舞台連絡設備に関わる全ての技術者、ホール関係者、ス
タッフの⼀助となれば幸いである。  

西村 岩夫
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